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「
大
学
と
は
何
か
」
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
映
画
や

討
論
会
、
雑
誌
の
特
集
、
専
門
書
が
相
次
ぎ
、

「
大
学

論
」
が
熱
を
帯
び
て
い
る
。
１
９
９
０
年
代
以
降
の

一

連
の
大
学
制
度
改
革
で
環
境
が
激
変
し
、
と
り
わ
け
人

文
学
分
野
の
危
機
感
が
深
ま

っ
て
い
る
。

「
グ

ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義

の
時
代
、
人
文
学
の
永
続
性

や
哲
学

へ
の
権
利
は
ど
ん
な

研
究
教
育
制
度
で
保
持
さ
れ

る
の
か
」
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
る
映
画

「
哲
学

へ

の
権
利
」
の
全
国
巡
回
上
映

が
こ
の
ほ
ど
始
ま

っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
ジ
ャ
ッ

ク

・
デ
リ
ダ
ら
が
８３
年
に
パ

リ
に
創
設
し
た
研
究
教
育
機

関
「
国
際
哲
学

コ
レ
ー
ジ

ュ
」

を
巡
る
初
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ

リ
ー
だ
。

監
督
し
た
東
京
大
学
の
西

山
雄
二
特
任
講
師
は

「
い
ま

大
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
広
く
話
し
合
う
こ
と
が

目
的
だ

っ
た
」
と
話
す
。

人
文
学
に
変
化

映
画
は
歴
代
の
ト

ッ
プ
ら

７
人
が
コ
レ
ー
ジ

ュ
を
語
る

形
で
進
む
。

「
大
学
で
も
公

共
研
究
機
関
で
も
な
い
」
と

話
す
の
は
パ
リ
第
８
大
学
の

ミ
シ

ェ
ル

・
ド
ゥ
ギ
ー
名
誉

教
授
。
コ
レ
ー
ジ

ュ
は
半
官

半
民
の
組
織
で
、
定
ま

つ
た

場
所
は
持
た
ず
、
ゼ
ミ
は
世

界
各
地
で
開
か
れ
る
。
ボ
ヤ

ン

ｏ
マ
ン
チ

ェ
フ
新
ブ
ル
ガ

リ
ア
大
学
准
教
授
は

「知
の

制
度
化
と
い
う
傾
向
に
立
ち

向
か
う
制
度
」
と
表
現
す
る
。

「
実
益
と
は
無
縁
の
場
」

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
る
哲
学
者
の

ミ
シ

ェ
ル

・
ド

ゥ
ギ
ー
氏
④

（
映
画

「哲
学

へ
の
権
利
」
の

一
場
面
）

「
（学
内
外
の
）
人
々
が
自

由
に
交
じ
り
合
い
、
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な

る
場
所
」
こ
そ
が
本
来
の
大

学
と
主
張
。
喫
茶
店
で
開
く

自
由
な
研
究
会
な
ど
、
非
制

度
的
な
活
動
の
価
値
を
説
い

て
い
る
。

「
思
想
を
生
み
出
す
場
所

と
し
て
の
大
学
の
変
化
は
大

き
な
関
心
事
」
と

「
現
代
思

想
」
の
池
上
善
彦
編
集
長
“

実
際
、
大
学
論
の
特
集
号
は

通
常
よ
り
売
れ
行
き
が
好
調

と
い
う
。

「
改
革
が
動
き
出

木
武
徳
所
長
が
著
し
た

「大

学
の
反
省
」
は
展
望
を
欠
い

た
改
革
を
批
判
し
、
教
養
教

育
の
拡
充
な
ど
を
提
言
し
て

注
目
さ
れ
た
。
猪
木
氏
は
「大

学
が
生
き
延
び
る
た
め
に
は

経
済
的
な
考
え
方
は
必
須
だ

が
、
目
的
と
手
段
を
倒
錯
し

て
は
い
け
な
い
」
と
訴
え
る
。

一
方
、
現
実
の
大
学
改
革

の
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
。
大

阪
府
立
大
学

（堺
市
）
は
文

系
学
部
を
事
実
上
廃
止
し
、

理
系
に
特
化
す
る
改
革
案
を

ま
と
め
た
。
民
主
党
政
権
の
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効率重視の制度改革に警鐘 し
ぼ
む
自
由
危
機
感
強
く

と
語
る
の
は
パ
リ
第
８
人
の

フ
ラ
ン
ソ
フ

・
ヌ
ー
デ
ル

マ

ン
教
授
。
受
講
生
に
学
位
は

授
与
し
な
い
。
講
師
が
無
報

酬
な
ら
、
学
生
も
無
料
。
無

償
性
の
原
則
に
貫
か
れ
た
コ

レ
ー
ジ

ュ
は

「
大
い
な
る
自

由
の
場
」
で

「
知
的
興
奮
の

場
」
と
さ
れ
る
。

「
コ
レ
ー
ジ

ュ
の
試
み
の

成
否
で
は
な
く
、
そ
こ
に
込

め
ら
れ
た
問
い
を
く
み
出
し

た
か

っ
た
」
。
西
山
氏
の
問

題
意
識
の
背
景
に
あ
る
の
は

日
本
の
大
学
、
と
り
わ
け
人

文
学
を
め
ぐ
る
危
機
的
な
変

化
だ

っ
た
。

「
９‐
年
の
学
部
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
の
自
由
化
が
招
い
た
教

養
教
育
の
衰
退
、
２
０
０
４

年
の
国
立
大
の
独
立
行
政
法

人
化
に
よ
る
効
率
重
視
の
雰

囲
気
の
強
ま
り
」
。
３８
歳
の

西
山
氏
は
改
革
の
影
響
を
大

学
院
生
時
代
か
ら
肌
で
感
じ

て
き
た
と
い
う
。

「
大
学
が

自
由
を
失
つ
て
い
く
よ
う
な

大
き
な
圧
迫
感
を
抱
い
た
」

上
映
後
は
必
ず
討
論
の
時

間
を
設
け
て
、
観
客
と
意
見

を
交
わ
す
。
２‐
日
に
国
際
基

督
教
大
学

（東
京
都
三
鷹
市
）

で
開
い
た
会
に
参
加
し
た
同

大
の
佐
野
好
則
上
級
准
教
授

は

「
コ
レ
ー

ジ

ュ
は

一
つ

の
奇
跡
。
大

学
や
人
文
学
の
理
想
を
考
え

る
参
照
点
に
な
る
」
と
評
価

し
た
。

教
養
の
拡
充
提
言

思
想
誌

「
現
代
思
想
」
は

昨
年
９
月
号
、
今
年
Ｈ
月
号

と
１
年
あ
ま
り
の
間
に
続
け

て
大
学
論

の
特
集

を
組

ん

だ
。
Ｈ
月
号
で
は
龍
谷
大
学

の
村

沢
真
保

呂
准
教
授

が

し
て
か
ら
時
間
が
た
ち
、
大

学
の
理
念
を
再
考
す
る
機
運

が
出
て
き
た
」
と
池
上
編
集

長
は
み
る
。

「
大
学
の
誕
生

（上

ｏ
下
と

（天
野
郁
夫
著
）
や

「
大
学

の
歴
史
」

（ク
リ
ス
ト
フ

・

シ
ャ
ル
ル
ほ
か
著
）
な
ど
ハ

今
年
は
大
学
を
論
じ
る
本
の

刊
行
も
相
次
い
だ
。
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
猪

事
業
仕
分
け
で
も
様
々
な
大

学
予
算
に

「
見
直
し
」

「
縮

減
」
の
判
定
が
相
次
い
だ
。

日
本
の
失
敗
学
ぶ

大
学
改
革
に
詳
し
い
東
京

外
国
語
大
学
の
岩
崎
稔
教
授

は

「
政
権
交
代
で
従
来
の
改

革
路
線
が
見
直
さ
れ
る
と
の

期
待
も
あ

っ
た
が
、　
一
気
に

し
ぼ
ん
だ
」
と
指
摘
。
同
時

に
予
算
縮
減

に
反
対
す
る

国
立
大
学
協

会
な
ど

の
対
応
も
批
判
す

る
。

「
と
も
に
想
像
力
が
貧

し
い
。
お
金
が
増
え
る
減
る

と
い
う
次
元
を
超
え
て
高
等

教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
視

点
が
欠
け
て
い
る
」

人
文
系
の
大
学
関
係
研
究

機
関
を
統
括
す
る
人
間
文
化

研
究
機
構
の
金
田
章
裕
機
構

長
も

「
改
革
に
は
長
期
的
見

通
し
が
必
要
」
と
強
調
。
「
理

念
を
持

っ
て
制
度
設
計
し
な

い
と
大
学
や
学
問
は
ダ
メ
に

な
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

１１
月
に
パ
リ
第
１０
大
学
で

開
い
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
日
本
の
大
学
改
革
を
テ
ー

マ
に
し
た
。
欧
州
で
も
ボ
ロ

ー
ニ
ャ

・
プ
ロ
セ
ス
と
呼
ぶ

一
大
改
革
が
進
む
な
か
、
日

本
の

「
失
敗
｝
に
学
ぶ
の
が

狙
い
と
い
う
。
参
加
し
た
早

稲
田
大
学
の
岡
山
茂
教
授
は

「
目
標
や
評
価
に
縛
ら
れ
、

大
学
の
自
由
や
多
様
性
が
失

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今

は
本
当
に
大
切
な
時
期
」
と

指
摘
。
大
学
論
の
重
要
性
が

さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
だ
。

（文
化
部
　
舘
野
真
治
）


